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令和３年度第２回仙台市宮城野区区民協働まちづくり事業 評価委員会 

 令和３年度まちづくり活動助成事業（追加募集）事業計画説明会 議事要旨 
 

 

日 時：令和３年７月 15日(木) 午後６時 30分～７時 00分 

場 所：宮城野区中央市民センター３階 第３会議室 

出席者：井上委員長、佐藤副委員長、有坂委員、葛西委員、 

庄司委員、まちづくり推進課 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

１ 開会 

評価委員の紹介・概要説明 

 

２ 事業計画説明及び質疑応答 

（１） 事業名：ケアブレンドカフェミヤギノ 

団体名：特定非営利活動法人ケアブレンド 

＜質疑・意見＞ 

委 員 土日で行っている活動とのことだが、普段の仕事は何をされているのか。 

説明者 就職支援の仕事をしている。 

委 員 今年度の活動スケジュールを見ると宮城野に特化した活動のようだが、前年度までの

活動地域である栗原や多賀城、若林区では今後は活動しないのか。 

説明者 依頼があれば、活動を行う予定である。現時点で、若林区から依頼があるためカフェ

の開催を予定している。 

委 員 様々な地域で活動をされているが、宮城野区における課題や、特に重要視する部分は

どこにあると考えているか。 

説明者 榴岡小学校あたりの地域では、転勤してくる方が多く、子どもを含め人口が多くなっ

ているが、交流が薄いという問題があると考えており、その問題の解決に着手したい

と思っている。 

委 員 活動のスケジュールとして、協力者が徐々に主体となってカフェを開催していけるよ

うにするとの記載があるが、どのようなプロセスを踏めば協力者が主体的にやってい

けると思うか。 

説明者 まずはボランティアとして参加してもらい、その際に協力者が楽しんで取り組めるよ

うに努める。そして、その後協力者が自立して活動できるように、自分たちがさらに

ボランティアを集め、協力体制を作っていきたいと考えている。 

委 員 申請助成額のうち、書籍や遊具等購入費の占める割合が多い印象をうけるが、今まで

使用してきたものに追加で購入するという解釈でよいか。 

 説明者 そのとおりである。 

 委 員 書籍や遊具等は寄付等で集められるものもあるかもしれないので、今後是非検討して

ほしい。 

 委 員 今年度すでに宮城野区でカフェを開催し、45名集まったとのことだが、どのような人

が集まったのか。また、参加者は作成したチラシを見て集まってきたということか。

チラシ以外に SNSや HP等でも広報したのか。 

 説明者 45 名のうち 15 名程度は、宮城野区民だった。年代は 10 代、20 代が最も多かった。

多国籍の方の参加はなし。周知方法は、事業所へチラシを持って回り、説明をした。
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SNS等での周知はしていない。 

 委 員 どのような事業所を回ったのか。 

 説明者 宮城野区内の地域包括支援センターや医療福祉施設を回った。また、前回までのカフ

ェに参加してくれた人にも声をかけた。 

 委 員 解決したい社会問題が多岐にわたっているが、NPO 法人を立ち上げて活動したいと思

ったきっかけとなる最初の社会問題は何だったのか。 

 説明者 震災後の地域のつながりの薄さに着目し、誰でも参加できる場をつくることで、様々

な社会問題の解決につながるのではないかと考えたのがきっかけである。 

 委 員 児童書や遊具は活動のどの部分で活用されるものなのか。また、その保管方法を知り

たい。 

 説明者 今回開催するカフェは「交流」が一番の目的となっている。あらゆる世代や対象の人

を一度に集めるためには様々な世代にアプローチできるもの（将棋等広い世代で遊べ

るものや最新の機器等）を用意してカフェでの交流促進に役立てている。 

     また、使用している備品は自宅内に保管している。 

委 員 参加者から好評だった遊具は何か。 

説明者 卓球台は老若男女で楽しめることもあり、好評だった。初めて会う人同士だと何を話

せばいいか分からないだろうが、このようなものが助けとなり、交流しやすくなった

という効果もあった。 

 委 員 今後、備品が増えていくだろうが、今後の保管場所はどこを考えているか。また、こ

こ２年の活動を通して、感じた感触を知りたい。 

     10 代、20 代の若い世代の参加が多いということは素晴らしいことだが、どのような

点に興味を持って集まってきたと感じているか。 

 説明者 備品については、今後も自宅で保管するつもりだが、物が多くなってきたら倉庫の購

入も検討している。カフェを開催してみて、コロナ禍で交流する機会が少なくなって

しまったが、このような人と話せる場が欲しかったという声を多くいただいた。 

     また、若い世代の参加要因としては、学校に訪問したことやチアダンス等同世代が参

加している場を見に来たという要因が考えられる。加えて、家族全員で参加しやすい

場を提供しているため、若い世代が参加しやすくなったのではと考えている。 

 委 員 多くの活動をカフェで行っているが、２時間ですべての活動を行っているのか。 

 説明者 そのとおり。講話をやっている隣のスペースで工作をしてもらう等、並行して様々な

活動を行っている。 

 

＜協議結果＞ 

 助成事業として採択する。 

 

３ 閉会 


